
ご自身の最近のMG症状について、
最も当てはまる状態のスコアを記入してください。

0レベル

1. 話すこと

2. 噛むこと

3. 飲み込むこと

4. 呼吸

7. 複視

8. 眼瞼下垂

5. 歯を磨いたり、
 髪をとかしたりする
 機能の障害

6. 椅子から立ち上がる
 機能の障害

正常

正常

正常

正常

なし

なし

なし

なし

時々不明瞭な発音
（ろれつが回らない）

または鼻声

固形食品を食べる
のに苦労する

軟らかい食品を
食べるのに苦労する

頻繁に喉が詰まって食事の形態
や内容を変える必要がある

休息時の息切れ

休憩が必要

中等度、常に腕を使う

毎日症状があるが、
常時ではない

毎日症状があるが、
常時ではない

喉が詰まることは
まれである

労作時の息切れ

特別な努力が必要
であるが、休憩は
必要ない

軽度、時々腕を使う

症状があるが、
毎日ではない

症状があるが、
毎日ではない

話していることを
理解してもらえない

経管栄養

経管栄養

人工呼吸器に依存

重度、援助が必要

常時

常時

これらの機能の
一つができない

常に不明瞭な発音（ろれつが回ら
ない）または鼻声だが、話している
ことは理解してもらえる

1 2 3

MG-ADLスコアの合計（項目1-8）

スコア
（0、1、2、
または3）

「MG-ADLプロファイル」は、MGの重症度を評価するための質問表です。

8項目の質問について、それぞれスコアレベル0～3（合計スコア0～24）で評価し、スコアの合計が高いほど、日常生活への
MGによる症状の影響が大きく、重症と判断されます。また、スコアの合計2以上の改善は、臨床的に意義のある改善と
みなされます1）。
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重症筋無力症患者
日常活動（MG-ADL）
プロファイル
8項目の質問表
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